タンポポ調査・西日本2015実施要項
－スタッフ編－（2014.3.2版）
１　はじめに
　大阪で1975年に、タンポポの種類を調べることで、身近な環境に目を向けるとともに、その環境の現状を知ろうと呼びかけて以来、全国各地で環境について知ろうとする市民参加の「タンポポ調査」が続けられてきました。ところが、90年代に入って在来種と外来種のタンポポの間に雑種が形成されていることがわかり、タンポポ調査の意義について疑問が出されたこともあり、あまり行われなくなりました。そこで、2005年に近畿全域で雑種も含めたタンポポの分布調査を行い、タンポポ調査の意義を再検討しようと考え、タンポポの研究者にも呼びかけて、より有効な調査方法を検討しました。その方法に基づいて、近畿７府県によびかけて調査を行ったところ、３万点余りのサンプルが得られました。その結果を集約し、1970年代の結果と比較することで、近畿地方での外来種タンポポの分布の拡大状況が明らかになりました。また、そのうち１千近くのサンプルの雑種解析を行い、すでに報告されている関東や全国調査での数値に比べると、雑種比率はやや低いものの、近畿全域にかなり広がっていることが確認できました。
そして、５年後の2010年には、近畿地方に加えて四国・中国・九州地方の一部にも調査を呼びかけたところ、近畿・四国・中国地方の全府県に加え、福井・福岡・佐賀県を含めた西日本の19府県（カンサイタンポポの分布域にほぼ相当）でタンポポ調査実行委員会が結成され、市民参加の生物調査としてはまれに見る大規模な調査が実施されました。その結果、2009年の予備調査も含めて、約７万点を超えるデータが得られ、結果は報告書（http://www.nature.or.jp/Tampopo2010/Houkoku.html）にまとめられ、各地域による外来種・在来種・雑種の分布状況の違いが明らかになりました。このように、外来種の分布拡大から環境の変化を知ろうとして始まったタンポポ調査は、多くの市民や研究者との協同によって、大きく広がっています。
そこで、前回調査の５年後となる2014～2015年に、再び西日本の19府県で同様の調査を行い、５年間の変化を知ろうと考えています。
２　調査の目的
　この調査の目的は下記のとおりであるが、継続的に調査を行うことで、自然環境の変化を知ることができる、「身近な環境の健康診断」を行うことである。
1 身近に見られるタンポポの分布を明らかにする。
2 そこからわかることを調べる。特に環境との関係に注目する。
3 タンポポの雑種について調べる。
4 より多くの人々が身近な自然に関心を持つようになること。
5 自然保護団体・博物館・自然愛好団体・植物研究者など参加者間で交流を図るとともに、各地域での自然保護・環境保全の課題を共有すること。
３　調査の範囲
福井、三重、滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山、鳥取、島根、岡山、広島、山口、徳島、香川、愛媛、高知、福岡、佐賀の19府県
４　調査体制
調査体制は西日本実行委員会と各府県の実行委員会に分かれる。それぞれの職務内容は下記のとおり
（1） 西日本実行委員会
・全体の広報を行う
・統一した調査方法の検討し決定する
・調査用紙の作成と印刷
・調査説明会の開催
・各府県からあがってきた調査内容全体のとりまとめ
・データの解析
・調査結果の公表（調査結果チラシ印刷、報告書印刷、報告会の開催）
・上記のために随時に実行委員会、調査マニュアル検討会、サンプル検討会、スタッフ会議を
開催する
・メーリングリスト（スタッフ向け、参加者向け）の運営
・ホームページの設置
・調査資金の獲得
（2） 各府県の実行委員会事務局
・府県ごとの広報・調査のよびかけ（自然環境団体や愛好家、学校、マスコミなど）
・調査用紙の配布
・各府県の調査説明会の開催
・調査用紙と頭花の収集
・調査データの入力
・花粉を観察し同定する
・調査報告書に各府県の報告を執筆
・余力があれば各府県の報告書印刷・発表会を開催
※ 全体の委員会で調査資金の獲得に努めますが、各府県でも行ってください。また、データ入力は負担になりますので、ボランティアの方を募るなどの工夫をお願いいたします。
※ 調査用紙は1000枚までは全体の事務局で印刷しますが、それ以上必要な分は印刷実費をご

負担下さい。また、それ以外の不足分は各府県で印刷してください。
５　調査期間
① 調査期間　　　2014年3月1日～5月31日、2015年3月1日～5月31日

② 調査用紙の提出締切　　　各年の6月10日までに各府県事務局に提出。
③ 入力データの送付締切　　各府県事務局は所定（後述）の方法でデータ入力を行い、西日本実行員会事務局へ提出。2014年は９月末日締切、2015年は未定。

６　主なスケジュール
＜これまでの経過＞

2013年４月２１日（日）「タンポポ調査2015」に向けた打ち合わせ会（参加４名）
　　　　＊この会合でタンポポ調査2015の実施を決定し、６月の実行委員会で了承を得た
６月３０日（日）　第１回実行委員会（＋講演会）　（参加１１府県２９名）

８月３１日（土）　第１回調査マニュアル小委員会（参加６名）

１０月１９日（土）  第２回調査マニュアル小委員会（参加６名）
　＊この２回の小委員会で調査方法や調査用紙に関して詳細に意見交換を行い、１２月

　　　のスタッフ会議で了解を得て、３月の実行委員会を持つことになった。

１２月１４日（土）  第１回スタッフ会議（参加１２府県１８名）

2014 年　１月１５日　　調査用紙の完成→印刷・発注
２月上旬　　  調査用紙発送→各府県で調査への参加呼びかけ　

３月　２日 　 第２回実行委員会（兼現地説明会・講習会）

＜今後の主な日程＞
　　　　　　３月～４月　  各府県・ブロックでの説明会・講習会の開催　　　　　　　

３月～５月　  2014年調査の実施→調査用紙・サンプルの回収（～６月１０日）
４月～６月　　調査用紙・サンプルの処理・花粉観察・データ入力（～９月末日）
６月１４日　　調査サンプル検討会・兼第２回スタッフ会議
（於 大阪市立自然史博物館）
７月末日　　　痩果（タネ）の送付締切（→大阪市大・伊東氏へ）

９月末日　　　データ入力締切（→西日本事務局・小川氏へ）
１０月～１２月　 　 2014年調査結果の解析→中間報告の作成(～１２月)

　　　　　　　１１月　　  第３回スタッフ会議（2015年調査に向けて）

　　　　　　～１２月末  　2015年調査事務局の確定・必要なら調査用紙の検討　　　　　　　2015 年　２月～３月　　 第３回実行委員会（兼現地説明会・講習会）

３月～５月  　2015年調査の実施

　　　　　　６～１２月　　調査結果の解析（西日本全体・各府県別）
2016 年　３月まで　　   最終報告書の作成・報告会の開催

＜当面の予定＞

　　①  第２回実行委員会（兼、現地説明会・講習会）
・日時：2014年３月２日(日) 

・場所：大阪市立自然史博物館

・午前１０時～１２時　一般向け調査説明会（於 長居公園～自然史博集会室）
・午後１時～４時　サンプル処理説明会＋第２回実行委員会（自然史博　新実習室）

　　② 調査サンプル検討会　兼第２回スタッフ会議

　　　　・日時：2014年６月１４日（土）

　　　　・場所：大阪市立自然史博物館（新実習室）
　　　　・内容：同定困難な調査サンプルの検討、調査用紙回収状況の報告

７　調査データの入力・同定
各府県事務局に集まった調査用紙、頭花、タネの処理については下記のとおり
1 集まった調査用紙に通し番号を記入する（番号は飛んでもいいが、重複は厳禁）
各府県コード（※下表参照）＋５桁の数字（例えば、大阪の１番目のサンプルなら２７００００１）
　 タネの貼り付け用紙にも同じ番号を記入する。
	※府県コード　(政府の全国統計の府県順)
福井：１８、三重：２４、滋賀：２５、京都：２６、大阪：２７、兵庫：２８、奈良：２９、

和歌山：３０、鳥取：３１、島根：３２、岡山：３３、広島：３４、山口：３５、徳島：３６、香川：３７、愛媛：３８、高知：３９、福岡：４０、佐賀：４１


2 頭花を確認し、紙の封筒に入れるなどして、上記の番号を記入する。
頭花をビニール袋に入れると、腐ったりカビが生える
3 タネの貼り付け用紙だけを切り離して冷所（冷蔵庫が望ましい）で保存
まとまったら大阪市立大学の伊東先生に送る（８ タネの処理 参照）
4 調査用紙をエクセルのファイルに入力する。
5 総苞の反り返りが1～３のものについてはすべて、頭花にセロテープを付けて花粉つけてスライドグラスに載せて、顕微鏡でバラバラかどうか確認する
花粉がバラバラ：倍数体（外来種・雑種、クシバタンポポ、シロバナタンポポなど）
花粉が均一：２倍体（カンサイタンポポ、トウカイタンポポ、セイタカタンポポなど）
※デジタルマイクロスコープを使うと目が疲れないし、効率的
6 花粉観察を踏まえて、同定する（別途検索表参考）

　＊同定について各府県で手に負えなければ、６月に開催する調査サンプル識別会に持参するか、それ

までに、西日本事務局へ調査用紙のコピーとともにお送りください。その後も、必要に応じてご相

談ください。
7 その結果を調査用紙に入力する
8 まとまったエクセルファイルは全体の事務局に提出（2014年は９月末日までに）
-----------------　県外で採集されたものの扱い　-----------------　
県外で採集されたものについては、別途取っておいて、後でまとめて当該府県事務局に送る。データ入力済みであれば、そのデータを付けて、無ければ調査用紙と頭花を当該府県に送る。
８　タネ(痩果)の処理
1 タネはできるだけ乾燥を避けて冷所に保管する。できればビニール袋に入れて密閉して冷蔵庫で保存する。保存期間が夏季に及ぶ場合は、冷蔵庫で保存しクール宅急便での送付が望ましい
2 セイヨウタンポポは100個体以上、アカミタンポポは50個体以上をランダムに選んで大阪市立大学の伊東明先生のところに送付する（このうちセイヨウ50個体、アカミ30個体をDNA解析にかける予定）。この際、できるだけ、調査地域の偏りや総苞外片の状態(１～５の段階の偏り)がないようにしてください。なお、全部のタネを送ってもよい。
送付先：〒558-8585 大阪市住吉区杉本3－3－138　大阪市立大学 理学部 生物学科　伊東 明様（Tel 06-6605-3165, FAX 06-6605-3167）
3 タネの送付は7月末までを目安とする。
　
９　組織・連絡先

主催団体：タンポポ調査・西日本実行委員会　

＊代表：布谷知夫（三重県立総合博物館長）、副代表：武田義明（兵庫県生物学会）
＊事務局メンバー：木村進・高畠耕一郎・宮田修（大阪自然環境保全協会）、鈴木武（兵庫県立人と

自然の博物館）、小川誠（徳島県立博物館）、狩山俊悟（倉敷市立自然史博物館）
＜連絡先＞ 

公益社団法人　大阪自然環境保全協会（電話：06-6242-8720　 FAX：06-6881-8103）
住所：〒530-0041　大阪市北区天神橋 １-９-１３　ハイム天神橋 ２０２
ホームページアドレス：http://gonhana.sakura.ne.jp/tanpopo2015/
事務局宛のメールは 　　tampopo@nature.or.jp へ
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